
       

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
て
、

周
西
の
丘
小
学
校
よ
り
周
南
小

学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。 

着
任
し
て
間
も
な
い
私
に
温

か
く
声
を
か
け
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
手
を
差
し
伸
べ

て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
方
や

様
々
な
こ
と
を
一
つ
一
つ
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
る
地
域
の

方
々
の
支
え
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 
 

会
周
南
支
部
長
に
就
任
し
ま
し

た
六
手
の
山
口
泰
弘
で
す
。 

日
頃
か
ら
当
協
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

仕
事
柄
、
首
都
高
速
道
路
や

都
内
の
一
般
道
路
を
走
行
す
る 

 

本
年
度
、
君
津
交
通
安
全
協 

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

こ
と
が
あ
る
と
手
を
差
し
伸
べ

て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
方
や

様
々
な
こ
と
を
一
つ
一
つ
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
る
地
域
の

方
々
の
支
え
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

ま
た
、
明
る
く
元
気
に
挨
拶

し
、
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
、
毎
日
が
充
実
し
て

い
ま
す
し
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。 

自
然
豊
か
で
、
す
ば
ら
し
い

環
境
の
中
で
育
っ
て
い
る
周
南

の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
よ
り

よ
い
成
長
の
た
め
に
、
保
護
者

の
方
や
地
域
の
皆
様
と
共
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

念願の歩道が完成！ 

宮下自治会館～周南公民館入口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 29 日(金)、令和 7 年 11 月 18 日から実施していた

宮下自治会館向かいから周南公民館入口までの約 150ｍ

の歩道の工事が終了しました。幅 2ｍのこの歩道は、平

成 28 年頃からの周南地区自治会連合会の要望により計

画され、地権者はじめ関係各所の合意により設置が実現

したものです。 

 歩道の田んぼ側には柵とカーブミラー、道路側にはガ

ードレールが設置され、安全に通行できるようになりま

した。 

 公民館へのお出かけやお散歩などにご活用ください。 
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馬
登
の
獅
子
神
楽 

齊
藤 

佳
久(

馬
登) 

馬
登
に
は
、
君
津
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
悪
魔

を
払
い
、
家
内
安
全
を
願
う
獅
子

神
楽
で
す
。
伊
勢
神
宮
の
太
神
楽

の
系
統
と
さ
れ
、
伊
勢
か
ら
伝
わ

っ
た
と
す
る
説
、
君
津
市
内
の
俵

田
に
あ
る
白
山
神
社
か
ら
伝
わ

っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
前
ま
で

は
、
馬
登
の
保
存
会
員
や
子
供
達

も
沢
山
お
り
、
下
組/

熊
野
神
社･

中
組/

熊
野
神
社･

上
組/

白
山
神

社
の
三
社
を
、
美
し
く
飾
り
立
て

た
山
車
を
牽
き
順
番
に
獅
子
神

楽
の
舞
を
奉
納
し
て
回
り
ま
し

た
。
沿
道
に
は
、
見
物
人
や
地
域

の
お
年
寄
り
な
ど
が
、
お
囃
子
を

奏
で
る
子
供
達
の
乗
る
山
車
に
、

お
ひ
ね
り
や
お
菓
子
な
ど
を
持

た
せ
て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。 

今
で
は
そ
の
光
景
も
な
く
な

り
、
過
疎
化
が
進
ん
で
多
く
の
若

い
人
達
は
こ
の
地
を
離
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
必
然
的
に
将
来
の

担
い
手
で
あ
っ
た
継
承
者
達
も

居
な
く
な
り
ま
し
た
。 

今
は
、
こ
の
馬
登
の
獅
子
神
楽

と
い
う
素
晴
ら
し
い
伝
統
が
、
継

承
者
な
く
絶
え
て
し
ま
う
こ
と

を
大
変
危
惧
し
て
止
み
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
、
こ

の
伝
統
芸
能
を
必
死
で
守
ろ
う

と
頑
張
っ
て
下
さ
る
十
数
名
の

継
承
者
の
方
々
が
い
ま
す
。
演
者

が
少
な
い
為
、
一
人
で
複
数
の
楽

器(

笛･

大
太
鼓･

小
太
鼓･

鈴･

摺

り
鉦)

を
演
目
ご
と
に
交
替
す
る

な
ど
し
て
四
つ
の
演
目
を
演
じ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
又
、
祭
り
の

日
が
近
づ
く
と
、
仕
事
を
終
え
疲

れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
他
市

よ
り
練
習
に
参
加
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
頭
が
下
が
る
思
い

で
一
杯
で
す
。 

今
日
で
は
、
山
車
の
牽
き
回
し

や
そ
れ
に
乗
る
子
供
達
の
姿
は

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
毎

年
九
月
二
十
九
日
の
祭
禮
に
は
、

そ
の
継
承
者
達
が
閑
静
な
森
の

中
の
神
社
の
社
前
で
舞
を
披
露

し
ま
す
。
厳
粛
な
馬
登
の
獅
子
神

楽
の
舞
を
、
是
非
一
度
訪
ね
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

機
会
が
多
く
、
大
型
車･

小
型
車

を
含
む
多
重
事
故
、
速
度
超
過

と
思
わ
れ
る
単
独
事
故
、
自
転

車
と
歩
行
者
の
接
触
事
故
等

様
々
な
事
故
を
目
撃
し
ま
す
。 

先
日
も
周
南
地
区
で
、
一
時

停
止
標
識
の
有
る
交
差
点
に
停

止
を
せ
ず
に
侵
入
し
た
県
外
ナ

ン
バ
ー
の
車
が
、
左
方
向
か
ら

走
行
し
て
き
た
車
と
衝
突
寸
前

で
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
交
通
事

故
の
大
半
は
抑
止
で
き
る
と
思

い
ま
す
。 

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
周
南
を
目

指
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

～チゴユリ(稚児百合)～ 

 

宮下 松本幸子 

 

 子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会

長
、
と
地
域
活
動
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。 

君
津
東
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
は
、
八
重
原
地
区
と
周
南

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
１
期
３
年

の
任
期
で
、
地
区
内
の
一
人
暮

ら
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん･

お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
子
ど
も
達
の
見
守

り
を
行
い
、
行
政
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
動
し
ま
す
。 

今
後
も
周
南
地
区
の
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て
、
見
守
り

活
動
を
地
域
の
皆
様
と
共
に
継

続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

君津東地区民生委員

児童委員協議会 

会長 田邊一成 

昨
年
の
改
選
に
よ
り
、
令
和

10
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

昭
和

59

年
に
大
阪
府
堺
市

か
ら
八
重
原
に
移
住
し
、
そ
の

後
常
代
に
引
っ
越
し
て
か
ら

20
年
に
な
り
ま
す
。 

君
津
に
来
て
か
ら
は
、
八
重

原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
八
重
原
中

部
活
動
後
援
会
会
長
、
君
津
市 
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君津交通安全協会 

周南支部 

支部長 山口泰弘 

周南小学校 

教頭 山形哲也 

館報ひろば第 1 号の紙面より。山中治家館長(当

時)より｢ひろば｣への考え方が語られた。 

山野の林内で、下向きに咲く 

白く小さな花。 

かがんで覗くと、 

その名に相応しい 

可愛いチゴユリが、 

風に揺れています。 
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●
館
報
発
行
50

年
に
寄
せ
て 

｢

ひ
ろ
ば｣

編
集
委
員
長 

小
川
善
彦 

こ
の
50
年
間
、
館
報｢

ひ
ろ

ば｣

は
、
公
民
館
の
諸
活
動
は
も

と
よ
り
、
地
域
内
の
活
動
や
情

報
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

併
せ
て
保
育
園･

小
学
校･

中
学

校
の
行
事
や
活
躍
の
様
子
な
ど

も
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。 

50

年
間
と
い
う
長
き
に
わ

た
っ
て
行
事
な
ど
の
情
報
を
記

事
と
し
て
お
届
け
し
続
け
る
に

は
、
歴
代
の
館
報
編
集
に
携
わ

っ
た
人
た
ち
の
努
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
編
集
委
員
は
、

縁
あ
っ
て
館
報

50
周
年
と
い

う
節
目
の
な
か
で
活
動
で
き
、

と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
50
年
間
の
館
報

か
ら
記
事
を
選
び
、
過
去
の
活 

動
の
様
子
な
ど
も
お
届
け
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

館
報｢

ひ
ろ
ば｣

は
、
周
南
の

人･
暮
ら
し･

動
き
等｢

地
域｣

に

こ
だ
わ
り
、
紙
面
を
通
じ
て
人

と
人
と
の
繫
が
り
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
と

職
員
と
に
よ
る
編
集
委
員
会
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に

よ
り
、
こ
の
半
世
紀
で
情
報
を

得
る
手
段
、
人
と
つ
な
が
る
手

段
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
が
、
時
代
の
流
れ
を
上
手
に

捉
え
つ
つ
、
身
近
な
暮
ら
し
の

中
に
軸
足
を
置
く
こ
と
を
忘
れ

ず
、
地
域
の
小
さ
な
変
化
や
営

み
を
発
見･

発
信
で
き
る
紙
面

づ
く
り
を
今
後
も
心
掛
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

結
び
に
、
常
に｢

ひ
ろ
ば｣

を

支
え
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

歴
代
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
地
域
を
繋
ぐ
紙
面
を 

館
長 

飯
泉
み
ゆ
き 
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周南公民館 LINE 

公式アカウント開設☆ 
友だち募集中 

地域の皆さんへ､周南公民館や地区の情報をより早く･

充実してお届けするため｢周南公民館 LINE 公式アカウン

ト｣を開設しました｡ぜひ｢お友だち追加｣をお願いします! 

LINE 公式アカウントの友だち追加方法 

1．QRコードを読み取る/２．IDで検索して追加する 

① スマートフォンで「LINE」アプリを開く。 

② 画面下にある「ホーム」を押す。 

③ 画面右上の「友だち追加（  ）」を押す。 

④ -1「QR ｺｰﾄﾞ」を押し､ｶﾒﾗで上の QR ｺｰﾄﾞを写す。 

-2「検索（  ） 」を押す。 

⑤LINE ｱｶｳﾝﾄ ID｢@270uwaaw」を入力し検索。 

※ｱｶｳﾝﾄ IDは最初の｢@｣も忘れずに 

職員の動き～常勤 3 名体制で頑張ります～ 

【転出】 主 事 田 渕 和 輝（ 経 済 振 興 課 へ ） 

【異動】 主 事 小柴めぐみ（生涯学習文化課へ） 

【転入】 副主査 矢 代 雄 一（周西公民館より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 館報ひろば発行 50 年の節目に編集担当経験者が

揃いました！どうぞよろしくお願いいたします。 

常
代
二
～
三 

 
 

石
井
秀
明 

常
代
四
・
浜
子
会
長
田
邊
一
成 

常
代
・
常
代
五
～
六 

髙
間 

協

六
手
・
皿
引 

 
 
 

石
川
真
一 

尾
車
・
馬
登
・
草
牛 

吉
田
幸
一 

大
山
野･

作
木･

山
高
原 

川
上 

清 

【
君
津
東
地
区
主
任
児
童
委
員
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

鷹
觜
明
美 

【
周
南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】 

団
長 

 
 

 
 

 
 

作
山
浩
隆 

保
護
者
会
長 

 
 
 
 

内
薗
正
彦 

【
周
南
ビ
ー
バ
ー
ス
】 

代
表 

 
 

 
 

 
 

木
下
修
男 

父
母
会
長 

 
 
 
 
 

矢
城 

香 

【
君
津
地
区
公
民
館
運
営
審
議
会
】

 

[

君
津
中
央
地
区] 

 
 

伊
藤 

亮 

増
田
久
美
子
・
髙
橋
勝
巳 

[

八
重
原
地
区] 

 
 
 
 

渡
邊
綾
美 

岩
鼻
方
美
・
鈴
木
政
一 

[
周
西
地
区]  

 
 
 
 

馬
場
ミ
ヨ 

古
屋
有
佳
・
水
口
純
子 

[

周
南
地
区] 

委
員
長
田
浦
定
一 

髙
橋
新
司
・
山
口
幸
代 

    

館
報｢

ひ
ろ
ば
編
集
委
員 

委
員
長 

 
 
 
 

小
川
善
彦(

草
牛) 

鷹
觜
明
美(

常
代) 

能
城
雪
子(

六
手) 

久
保
根
静
加(

常
代) 

林 

恵
子(

尾
車) 

情
報
提
供
や
取
材･

原
稿
へ

の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
編
集
委
員
も
募
集
中
！ 

 

４
コ
マ
ま
ん
が
を
描
い
て
み

た
い
方
を
募
集
し
ま
す
！
興
味

の
あ
る
方
は
公
民
館
ま
で
。 

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

編 

集 

後 

記 
 

新
緑
が
眩
し
く
清
々
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で

梅
雨
の
季
節
皆
さ
ん
の
お
家
に

は
害
虫
な
ど
い
ま
す
か
？
我
が

家
に
は
キ
セ
ル
ガ
イ
と
言
う
貝

を
背
負
っ
て
い
る
ナ
メ
ク
ジ
が

い
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
食

べ
て
し
ま
う
の
で
除
去
し
て
い

ま
す
が
せ
っ
か
く
貝
を
作
っ
て 
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庭
守
と
言
う
職
業
の
あ
る
を
知
り
わ
れ
の
履
歴
の
空
欄
埋
ま
る 

能
星 

ゑ
み 

玉
ね
ぎ
の
白
と
紫
大
収
穫
軒
に
吊
る
し
て
馬
鈴
薯
を
待
つ 

石
井 

洋
子 

 
 

 
 

今
日
も
見
栄
張
っ
て 

 
 

 
 

 
 

宮
川
喜
美
子 

  

昔 

近
所
の
お
じ
い
さ
ん
が 

女
子

お

な

ご

は
の 

い
つ
で
ん
洒
落

し

ゃ

れ

っ
け
ば
な
く
す
と
い
か
ん
ば
い 

紅
を
つ
け
ろ
と
で
は
な
か 

髪
ば
と
き
身
ぎ
れ
い
に
し
と
か
ん
ば 

年
を
取
っ
て
外
に
出
な
い
と
髪
も
顔
も
気
に
し
な
い 

鏡
を
見
て
お
じ
い
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出
す 

週
一
で
体
操
に
行
く
日
は
心
も
体
も
弾
ん
で
眉
を
引
き 

外
に
出
る
事
は
見
栄
を
張
り
気
を
張
っ
て
若
返
り
ま
す 

お
じ
い
さ
ん
の
年
を
大
き
く
超
し
ま
し
た
が
今
日
も
前
向
に
ね 
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今
年
度
の
主
な
公
民
館
事
業 

※
５
月
末
時
点
の
予
定
で
す 

〇
ふ
る
さ
と
運
動 

〇
第

53
回
周
南
地
区
文
化
祭

(

10
／
31
～
11
／
１) 

〇
館
報｢

ひ
ろ
ば｣

編
集
発
行
事

業(

６
・
９
・
12
・
３
月
予
定) 

〇
周
南
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大

会(

11
／
15
㈰) 

〇
親
子

D
e

冒
険
山(

体
験･

年

３
回
程
度･

小
学
生
と
家
族) 

〇
子
ど
も
体
験
活
動
事
業(

工

作
等
、
７
月
～
、
小
学
生) 

〇
青
少
年
キ
ャ
ン
プ(

事
前
研

修
７
／
25
㈯
・
キ
ャ
ン
プ
８

／
１
～
２
、
小
５
～
６
年) 

〇
青
少
年
バ
ス
ハ
イ
ク(

２
／

14
㈰
、
小
学
４
～
６
年
生) 

○
中
高
生
地
域
活
動
支
援
事
業 

〇
周
南
地
区
20
歳
の
集
い 

〇
農
業
講
座(

５
～
12
月
、
専･

兼
業
農
家
・
地
域
住
民) 

〇
家
庭
教
育
関
連
事
業(

子
育

世
代
、
年
３
回
程
度) 

〇
周
南
寿
学
級(

６
月
～
年
９

回
、
65
歳
以
上) 

〇
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
支
援
事
業 

〇
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

〇
災
害
・
防
災
関
連
事
業 

〇
認
知
症
カ
フ
ェ
「
ほ
っ
と
サ

ロ
ン
」(

毎
月
第
３
金
曜
日) 

〇
公
民
館
利
用
者
研
修
会(

①

５
／
23
㈯
、
②
１
月
予
定) 

副
委
員
長 

能
城
正
夫(

浜
子) 

齋
藤
優
次(

宮
下) 

鶴
岡
義
博(

小
山
野) 

村
井
朋
子(

常
代) 

佐
藤
虹
輝(

濱
田
重
工) 

戸
来
透(

テ
ッ
ク
ス) 

和
田
俊
昭(

六
手) 

笠
島
一
弥(

皿
引) 

佐
久
間
弘
彰(

尾
車) 

石
井
賢
一(

馬
登) 

佐
久
間
昇(

大
山
野) 

髙
野
智
行(

作
木) 

髙
橋
延
之(

山
高
原) 

【
防
犯
指
導
員
】 

支
部
長 

 
 
 

小
室 

広(

宮
下) 

渡
辺
貞
夫(

小
山
野) 
松
本
正
敏(

常
代) 

阿
南
尋
斗 (

濱
田
重
工) 

戸
来
透(
テ
ッ
ク
ス) 

坂
尾
新
一(

浜
子) 

能
城
進(
六
手) 

小
松
正
法(

皿
引) 

佐
久
間
良
真(
尾
車) 

三
平
文
秋(

草
牛) 

松
本
健
利(

馬
登) 

髙
浦
稔(

大
山
野) 

黒
木
幸
晴(

作
木) 

小
川
惠
市(

山
高
原) 

【
消
防
団
員
】 

団
本
部
本
部
長 

 
 

石
井
芳
光 

第
一
支
団
支
団
付
部
長 

佐
久
間
良
真 

第
四
分
団
分
団
長 

 

安
田
政
人 

 
 

 

副
分
団
長 

 

能
城
匡
宏 

【
君
津
交
通
安
全
協
会
】 

支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
口
泰
弘 

副
支
部
長 

川
名
雅
之･

小
倉
好
晴 

指
導
員 

田
浦
弘
幸･

金
塚
友
子 

笠
島
憲
一･

若
田
昌
敬･

笠
島
幸
将 

田
中
太
佑･

能
城
定
男 

【
君
津
東
地
区
民
生
委
員 

児
童
委
員
協
議
会
】 

※
周
南
地
区
委
員
の
み
掲
載 

小
山
野･

宮
下･

宮
下
一
伊
澤
貞
夫 

宮
下
二 

 
 

 
 

 

田
尻
三
喜
雄 

常
代
一 

 
 
 
 
 
 

山
口
幸
代 

【
周
南
地
区
自
治
会
連
合
会
】

 

会 

長 
 
 

田
浦
定
一(
山
高
原) 

副
会
長 

 
 

田
中
敎
雄(
大
山
野) 

 

栗
原
清
志(

宮
下) 

髙
橋
俊
宏(

小
山
野) 

鈴
木
幸
男(

常
代) 

筒
井
孝
和(

濱
田
重
工) 

戸
来
透(

テ
ッ
ク
ス) 

宮
﨑
信
幸(

浜
子) 

榎
本
良
雄(

六
手) 

石
川
真
一(

皿
引) 

林
典
夫(

尾
車) 

中
村
和
広(

草
牛) 

齊
藤
佳
久(

馬
登) 

髙
野
章(

作
木) 

【
周
南
小
学
校
】 

校 

長 
 

 
 

 
 

今
西
孝
洋 

教 

頭 
 

 
 

 
 

山
形
哲
也 

【
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
】 

会 

長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤 

翔 

副
会
長 

奥
澤
蕉
平･

関
一
斗･

 

長
谷
川
美
晴･

山
口
佳
苗･

塩
谷
裕
子 

【
周
南
中
学
校
】 

校 

長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
端
晃
人 

教 

頭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
岡 

実 

【
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
】 

会 

長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
田
政
人 

【
宮
下
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
】 

施
設
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
橋
美
桜 

【
周
南
地
区
青
少
年
相
談
員 

連
絡
協
議
会
】 

会 

長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
雅
記 

副
会
長 

永
井
正
邦･

溝
口
清
二 

黒
野
陽
介･

齊
藤
文
晃･

林
下
友
久 

松
田
真
衣
子･

荒
井
一
寛 

倉
田
幹
也･

能
城
匡
宏･

栗
原
安
之 

【
地
域
活
動
委
員
】 

委
員
長 

 
 
 
 

竹
内
憲
久(

草
牛) 

３７ 

暮
ら
し
て
い
る
虫
を
除
去
す
る

と
可
哀
想
な
気
持
ち
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

 
｢

ひ
ろ
ば｣

50
周
年
凄
い
で
す

ね
！
私
は
周
南
に
住
ん
で
33
年

で
す
。
広
報
に
携
わ
り
た
く
さ

ん
の
歴
史
と
あ
た
た
か
い
地
域

の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

（
Ｔ
） 

 

８ 
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お友達になると・・・ 

・講座やイベント 

・地域行事や活動 

・休館日や施設利用

について 
などのお知らせが

届きます！ 

☆ご不明な点は 

職員まで☆ 

平島 
飯泉館長 矢代 

７ 

31 

●
雨
上
が
り
の
足
元
か
ら 

内
山
緑
地
建
設 

齊
藤
依
里 

田
ん
ぼ
の
苗
が
青
さ
を
増

し
、
山
の
緑
も
い
っ
そ
う
濃
く

な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
雨

上
が
り
に
外
へ
出
る
と
、
気
づ

け
ば
足
元
は
草
だ
ら
け
。
草
取

り
を
始
め
る
と
、
ま
る
で
ヤ
ギ

に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
で
無
心

に
抜
き
続
け
て
し
ま
い
ま
す
。 

草
を
抜
き
な
が
ら
、
ふ
と
手

が
止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

よ
く
見
る
と
、
草
は
場
所
ご

と
に
顔
が
違
い
ま
す
。
庭
の
草

を
見
る
と
、
つ
い｢

雑
草｣

と
ひ

と
ま
と
め
に
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、｢

雑
草｣

は
植
物
の
分

類
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

植
物
で
も
、
場
所
や
目
的
に
よ

っ
て
、
取
り
除
く
草
に
も
、
地

面
を
守
る
草
に
も
な
り
ま
す
。 

草
を
よ
く
見
る
と
、
庭
の
状

態
が
少
し
見
え
て
き
ま
す
。｢

ド

ク
ダ
ミ｣

が
茂
る
場
所
は
、
湿
気

や
水
は
け
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
。｢

オ
オ
バ
コ｣

が
出
て
い
れ

ば
、
踏
み
固
め
ら
れ
た
土
の
サ

イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

草
の
性
質
に
よ
っ
て
、
手
入

れ
の
仕
方
も
変
わ
り
ま
す
。｢

ス

ギ
ナ｣

や｢

ド
ク
ダ
ミ｣

の
よ
う

に
地
下
茎
で
広
が
る
草
は
、
こ 

ま
め
に
地
上
部
を
切
り
、
少
し

ず
つ
弱
ら
せ
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。｢

メ
ヒ
シ
バ｣

の
よ
う
に
地

面
を
這
う
草
は
、
広
が
る
前
に

根
元
か
ら
抜
く
こ
と
が
大
切
で

す
。｢

カ
タ
バ
ミ｣

は
種
が
熟
す

と
弾
け
て
飛
び
散
る
た
め
、
小

さ
い
う
ち
に
抜
く
の
が
一
番
で

す
。 草

刈
機
で
一
気
に
片
づ
け
ら

れ
る
場
所
も
あ
れ
ば
、
花
壇
や

樹
木
の
根
元
の
よ
う
に
、
手
で

丁
寧
に
向
き
合
う
場
所
も
あ
り

ま
す
。
取
っ
た
草
も
、
種
を
つ

け
る
前
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
乾

か
し
て
草
マ
ル
チ
と
し
て
土
に

返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

草
を
す
べ
て
敵
に
せ
ず
、
種

類
と
場
所
を
見
て
手
入
れ
を
考

え
る
。
足
元
に
目
を
向
け
る
と
、

見
慣
れ
た
庭
の
景
色
に
、
小
さ

な
自
然
の
働
き
が
見
え
て
き
ま

す
。
草
と
の
付
き
合
い
方
を
少

し
ず
つ
変
え
る
こ
と
も
、
み
ど

り
を
育
て
る
庭
し
ご
と
の
ひ
と

つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

【
き
み
つ
の
さ
ん
ぽ
道
】 

君
津
市
馬
登
６
７
７―
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内
山
緑
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建
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